
編
集
後
記

新
田
神
楽
に
取
材
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
非

常
に
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
神
楽
を
撮
っ

て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
来
年
は
良
い
場
所

を
確
保
し
て
撮
影
し
な
き
ゃ
：

広報しんとみ設置店の紹介

■
マ
ル
シ
ョ
ク
新
富
店
■
な
が
の
や
新

富
・
西
都
・
高
鍋
・
佐
土
原
店
■
郵
便
局（
新

富
・
新
田
・
上
新
田
）■
Ａ
コ
ー
プ
新
富

■
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
新
富
三
納
代
・
上
富

田
店
■
Ｊ
Ａ
児
湯
新
田
・
上
新
田
店
舗

■
ロ
ー
ソ
ン
新
富
新
田
店
■
フ
ー
デ
リ
ー

佐
土
原
店
■
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
新
富
店

■
タ
イ
ヨ
ー
佐
土
原
店
■
コ
ー
プ
高
鍋
店

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

平
成
26
年
12
月
1
日
〜
平
成
27
年
2
月
26
日

（　
）
内
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
で
す
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

大　

渕　
　

鳥
原　

ヒ
サ
ノ
（
久
光
）

一
丁
田　
　

岩
元　

功
（
怜
美
）

岩　

脇　
　

吉
村　

憲
一
（
壽
）

湯
之
宮　
　

川
越　

み
つ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
原　

オ
ハ
ル
）

六
反
田　
　

木
村　

義
信
（
榮
）

観
音
山
団
地　

日
髙　

幸
子
（
三
千
博
）

　

麓　
　
　

黒
木　

眞
弓
（
正
充
）

湯
之
宮　
　

駒
木　

合
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
権
藤　

マ
ス
ミ
）

瀬　

口　
　

太
田　

保
男
（
イ
チ
子
）

平　

田　
　

長
友　

德
子
（
畩
夫
）

竹　

渕　
　

出
口　

伴
子
（
滋
）

中　

須　
　

長
友　

キ
ヨ
子
（
昭
夫
）

新　

町　
　

石
崎　

俊
昭
（
セ
ツ
ヱ
）

新
町
住
宅　

宇
都
宮　

藤
江
（
惠
）

追　

分　
　

吉
本　

ヒ
サ
子
（
政
則
）

末　

永　
　

黒
岩　

英
文
（
榮
子
）

天
井
丸　
　

吉
良　

憲
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
田　

沙
弥
香
）

東
畦
原　
　

兒
玉　

磨
（
一
雄
）

十
文
字　
　

宇
田
津　

義
久
（
洋
子
）

東
畦
原　
　

池
田　

ヤ
ス
子
（
幸
雄
）

新　

町　
　

清　

俊
郎
（
麻
子
）

柳　

瀬　
　

緒
方 

征
四
郎
（
智
惠
子
）

八　

幡　
　

加
藤　

和
人
（
勝
榮
）

観
音
山
団
地　

石
川　

秀
敏
（
ミ
チ
子
）

新
馬
場　
　

米
良　

公
孝
（
正
直
）

瀬　

口　
　

猪
俣　

ヤ
ヱ
（
益
男
）

野　

中　
　

佐
山　

浩
一
（
千
津
美
）

下
今
町　
　

土
屋　

百
合
子
（
正
廣
）

追　

分　
　

竹
村　

定
雄
（
松
野
）

■
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

一般財団法人正幸会より、図書購入費用の寄附
を受けました。いただきました寄附につきまし
ては新書の購入などに使わせていただきます。

今月の表紙題字
お
母
さ
ん
の
友
達
と
ぼ
く
た
ち
で

ボ
ー
リ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
ス
ペ
ア
を
５
回
だ
し
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

ま
た
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

町長動静（１月～3月）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
２
月
末
現
在
）

千
葉
県
　
東
　
文
子
　
様
（
成
法
寺
）

（　

）は
出
身
地
で
す
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は「
ふ
る
さ
と
新
富
」

発
展
の
た
め
、大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

矢野　幸宏さん
（上新田小学校　5年生）

１月22日　九州地方整備副局長・道路部長に日向大橋早期
　　　　　完成要望
１月29日　国土交通省に新富市・西都市・宮崎市で一ツ瀬
　　　　　川河川改修予算確保要望
２月３日　国土交通省環境安全課長に日向大橋早期完成要望
２月4-5日 企業訪問
２月19日　水産庁長官にシラスウナギ安定確保要望
２月20日　空幕総務部長に基地の安全運用要望
３月６日　九州防衛局長に住宅防音工事促進要望

【県からのお知らせ】
　森林環境税をご存じですか？

【問合せ先】
宮崎県環境森林課
☎0985-26-7153

●森林の現状
森林は清らかな水をたくわえ、二酸化炭素を吸収
して地球温暖化を防ぐなど私たちの生活にかけが
えのない存在です。
しかし、近年では後継者不足や木材価格の低迷な
どにより適切な管理をされていない森林が増えて
きています。このままの状況が続くと災害防止機
能の低下など私たちの生活への影響も心配されます。

●森林環境税の創設
県では、県民みんなで森林づくりを進めることと
し、その役割などを示した「水と緑の森林づくり条
例」を制定し、これに基づいて「森林環境税」を創設
しました。
この「森林環境税」は、個人の場合、県民税均等割の
納税義務がある方に対して、年額500円。法人の
場合、均等割（年額）の 5％を納付いただき、さまざ
まな森林づくりの取組に活用されています。
私たちにさまざまな恩恵を与えてくれている森林
を、県民みんなで守り、健全な姿で次世代に引き継
ぐことが出来るようにご協力をお願いいたします。
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